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　走行サーベイシステムKURAMA-IIを活用したモニタリング技術の開発動向を紹介する。特定復興拠点に
おける放射性物質分布可視化技術の展開の現状のほか、固定・可搬モニタリングポストへの応用、シングル
ボードコンピュータを利用した小型化、モニタリングネットワークへのLPWAの活用にむけた試験などの状
況を紹介する。 
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1．はじめに 
　東電福島第一事故に対応すべく開発されたGPS連動型放射線自動計測システムKURAMA[1]の発展形であ
るKURAMA-II[2]は多彩な知見[3]と運用実績がある。将来の原子力災害も見据えたKURAMA-IIの研究開発
の現状について紹介する。 
2．KURAMA-IIに基づく特定復興再生拠点の農地の土壌汚染への対応  
　福島第一原発周辺の放射性物質で汚染された農地の回復のため、KURAMA-IIベースのシステムである
KURAMA-Xによる土壌汚染密度と分光的手法による土壌化学性の可視化が可能なロボットの開発が完了し
た [4][5]。令和3年度からは特定復興再生拠点等の高度な汚染が想定される地域への適用拡大とそのための
研究開発が進行中である。大熊町内の除染後圃場の保全管理作業中に自動的に土壌汚染密度の測定が行わ
れ、除染後圃場における放射性物質の面的・経時的な動態のデータが営農者に負担のない形で蓄積できるこ
とを実証した。特定復興再生拠点での営農再開に向けた社会実装の取り組みも進んでいる。圃場における放
射性物質の分布の調査の現状や、圃場でKURAMA-Xにより発見されたホットスポットの詳細調査の結果を
紹介する。 
3．KURAMA-IIのシングルボードコンピュータ移行と自律ネットワーク対応の試み 
　既存のKURAMA-IIの機動性や汎用性を高めるため開発中の浜ホトC12137シリーズを利用可能なシング
ルボードベースのKURAMA-IIについての現状を紹介する。ドローン搭載といった社会実装に向けた取り組
みの事例を紹介する。 
　令和6年能登半島地震では通信不具合による能登半島北部のモニタリングポスト最大18局の欠測が発生し
た[7]。機動的に展開可能なメッシュ型LPWAはこのような際の代替通信手段として活用が期待される局面
である[8]。先に報告したWi-SUN FAN[9]の適用可能性試験[10]をさらに拡大し、Wi-SUN FAN対応超小型
KURAMA-IIによる機動的なモニタリングネットワークの構築試験をおこなったので報告する。 
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